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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　あらかじめ医療機関に登録された利用者の体に装着されるバイタルセンサーと、前記利
用者の生活空間に設置される生体感知センサーと、救命情報中継装置を備える自動通報シ
ステムであって、
　前記利用者は、
　在宅介護患者や、独居老人、健康に不安を持つ人などの突発的な緊急事態の発生が予想
される人であって、
　前記バイタルセンサーは、
　圧電素子を用いた体動センサーで構成され、
　前記利用者に関して発生するバイタルサインを計測する計測部と、前記バイタルサイン
を電気信号に変換し、有線又は無線信号として送信する送信部を備え、
　前記生体感知センサーは、
　前記利用者の存在・位置と動きを感知する感知部と、前記利用者の存在・位置と動きに
関する情報を電気信号に変換し、有線又は無線信号として送信する送信部を備え、
　前記救命情報中継装置は、
　前記バイタルセンサーから送信された信号及び前記生体感知センサーから送信された信
号を受信する受信部と、前記バイタルセンサーから信号として受信したバイタルサイン及
び前記生体感知センサーから信号として受信した前記利用者の存在・位置と動きに基づい
て、前記利用者の身体の正常、異常を判定する判定部と、前記判定部が異常と判定した際
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、所定の形式の信号を送信して医療機関に通報する通報部と、前記バイタルセンサーから
のバイタルサインに基づき、その履歴を時系列のバイタルデータとして蓄積し、かつ前記
生体感知センサーからの利用者の動きや、存在・位置情報のデータに基づき、利用者の行
動履歴を時系列データとして保存する記憶部を備え、
　自身が正常に動作しているかどうかのセルフチェックを、所定期間毎に行うように構成
され、
　前記判定部は、
　送信されたバイタルサインの値が、前記バイタルデータと比較して所定の範囲外にある
とき及び／又は送信された前記利用者の存在・位置と動きに関する情報と保存されている
時系列データを比較して、所定時間無活動状態であると判別したとき、当該利用者の身体
に異常があると判定すること
を特徴とする自動通報システム。
【請求項２】
　前記バイタルサインは、
　身長、体重、体脂肪率、体温、血圧、心拍数、脈拍数、呼吸数、発汗データ、血中酸素
濃度、炭酸ガス濃度、血糖値、尿糖値、およびコレステロール値から選択される少なくと
も１つであること
を特徴とする請求項１に記載の自動通報システム。
【請求項３】
　前記利用者は、
　自身の体に加わる物理的ショックを検出するセンサーを備えていること
を特徴とする請求項１に記載の自動通報システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、緊急時における自動通報システムに関するものである。
　より詳しくは、在宅介護患者や、独居老人、健康に不安を持つ人など突発的な緊急事態
の発生が予想される人を利用者としてあらかじめ登録し、このような利用者に対し、日常
生活を支援するとともに、突然の健康異常などに対して緊急支援するための自動通報シス
テムに関するものである。
 
【背景技術】
【０００２】
　日常生活において、在宅介護患者や独居老人、健康に不安を持つ人など（以下、「在宅
介護患者等」と云う。）の突然の健康異常、および転倒などの事故による孤独死が大きな
社会問題となっている。
　そのため、在宅において在宅介護患者等が安心し、安全な生活が行える電子方式の多く
の安全生活支援装置が鋭意、研究開発されている。
【０００３】
　例えば、特開２００３－２４８８８６号公報（特許文献１）で提案されている緊急通報
装置は、独居する老人などのクライアント宅内の複数の場所に夫々設置され、人体を検知
すると、人体検知信号をワイヤレス信号で送信する行動監視用人感センサと、クライアン
トが携帯し、緊急時に操作釦が操作されると釦操作信号をワイヤレス信号で送信する通報
釦装置と、公衆電話網に接続された親機とからなる。
【０００４】
　この緊急通報装置では、上記親機は、上記ワイヤレス信号を受信する受信手段を備えて
いるもので、上記通報釦装置の釦操作信号を受信すると、予め通報先として登録されてい
る緊急コールセンターに通報が行われる。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２４８８８６号公報（請求項１，図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記特許文献１に開示されている緊急通報装置では、緊急事態が発生した場合、利用者
自身が発信器のボタンを押さねばならない。
　しかしながら、例えば、利用者が意識を失った場合等、操作が不可能であるような事態
には対処できないという欠点がある。
　さらに、このように発信器のボタンを押さねばならない、と本人が自覚した時点では、
病状等がかなり悪化していることが多く、医学的見地からは、より早期に対処していれば
適切な処置が行なえた、という場合が少なからずある。
【０００７】
　この発明はかかる現状に鑑み、利用者が何らかの事態に陥り、自身で家族や医療機関に
連絡を取ることができない状態になった場合であっても、安価にかつ自動的に所定の医療
機関に通報することのできる自動通報システムを提供することを目的とするものである。
 
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するため、この発明にかかる請求項１に記載の発明は、
　あらかじめ医療機関に登録された利用者の体に装着されるバイタルセンサーと、前記利
用者の生活空間に設置される生体感知センサーと、救命情報中継装置を備える自動通報シ
ステムであって、
　前記利用者は、
　在宅介護患者や、独居老人、健康に不安を持つ人などの突発的な緊急事態の発生が予想
される人であって、
　前記バイタルセンサーは、
　圧電素子を用いた体動センサーで構成され、
　前記利用者に関して発生するバイタルサインを計測する計測部と、前記バイタルサイン
を電気信号に変換し、有線又は無線信号として送信する送信部を備え、
　前記生体感知センサーは、
　前記利用者の存在・位置と動きを感知する感知部と、前記利用者の存在・位置と動きに
関する情報を電気信号に変換し、有線又は無線信号として送信する送信部を備え、
　前記救命情報中継装置は、
　前記バイタルセンサーから送信された信号及び前記生体感知センサーから送信された信
号を受信する受信部と、前記バイタルセンサーから信号として受信したバイタルサイン及
び前記生体感知センサーから信号として受信した前記利用者の存在・位置と動きに基づい
て、前記利用者の身体の正常、異常を判定する判定部と、前記判定部が異常と判定した際
、所定の形式の信号を送信して医療機関に通報する通報部と、前記バイタルセンサーから
のバイタルサインに基づき、その履歴を時系列のバイタルデータとして蓄積し、かつ前記
生体感知センサーからの利用者の動きや、存在・位置情報のデータに基づき、利用者の行
動履歴を時系列データとして保存する記憶部を備え、
　自身が正常に動作しているかどうかのセルフチェックを、所定期間毎に行うように構成
され、
　前記判定部は、
　送信されたバイタルサインの値が、前記バイタルデータと比較して所定の範囲外にある
とき及び／又は送信された前記利用者の存在・位置と動きに関する情報と保存されている
時系列データを比較して、所定時間無活動状態であると判別したとき、当該利用者の身体
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に異常があると判定すること
を特徴とする自動通報システムである。
【０００９】
　この発明の請求項２に記載の発明は、
　請求項１に記載の自動通報システムにおいて、
　前記バイタルサインは、
　身長、体重、体脂肪率、体温、血圧、心拍数、脈拍数、呼吸数、発汗データ、血中酸素
濃度、炭酸ガス濃度、血糖値、尿糖値、およびコレステロール値から選択される少なくと
も１つであること
を特徴とするものである。
【００１０】
　この発明の請求項３に記載の発明は、
　請求項１に記載の自動通報システムにおいて、
　前記利用者は、
　自身の体に加わる物理的ショックを検出するセンサーを備えていること
を特徴とするものである。
 
【発明の効果】
【００１１】
　この発明の自動通報システムは、利用者のバイタルサイン及び／又は利用者の存在・位
置、動きを常時計測し、これに基づいて、利用者の身体の正常、異常を判定し、利用者の
身体に異常があると判定すると自動的に所定の医療機関に通報する。
　これによって、利用者が在宅介護患者や、独居老人、健康に不安を持つ人などの突発的
な緊急事態の発生が予想される人で、自らボタンを押す等の動作ができないような緊急事
態の場合にも、重大な事態に至る前に、有効かつ適切に対処することを可能とするもので
ある。
 
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、この発明にかかる自動通報システムの一実施形態の全体構成を示すブロ
ック図である。
【図２】図２は、この発明にかかる自動通報システムの構成の一例を示す説明図である。
【図３】図３は、この発明にかかる自動通報システムの構成の一例を示すフロー図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、この発明にかかる自動通報システムの構成について、添付の図面に基づいて具体
的に説明する。
　図１は、この発明にかかる自動通報システムの一実施形態の全体構成を示すブロック図
である。
【００１４】
　この発明の自動通報システムでは、利用者の体に装着され、当該利用者に関して発生す
るバイタルサインを計測し、このバイタルサインを電気信号に変換し、有線または無線信
号として送信するバイタルセンサー１及び／又は利用者の生活空間に設置され、この生活
空間での利用者の存在・位置と動きを感知し、利用者の存在・位置と動きに関する情報を
電気信号に変換し有線または無線信号として送信する生体感知センサー２と、前記バイタ
ルセンサー１及び／又は生体感知センサー２が送信した信号を受信し、この信号に基づい
て利用者の身体の異常を所定の機関に通報する救命情報中継装置３と、救命情報中継装置
３からの通報により適切な対応をする医療機関４が接続されている。
【００１５】
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　この発明において、利用者としては、在宅介護患者や、独居老人、健康に不安を持つ人
などの突発的な緊急事態の発生が予想される人などである。
　特に、この発明にかかる自動通報システムの利用に関して、あらかじめ登録された者が
対象とされる。
【００１６】
　前記バイタルセンサー１は、バイタルサインを常時計測・監視するとともに、その情報
を有線又は無線信号に変換して救命情報中継装置３に送信するものである。
　したがって、前記バイタルセンサー１は、少なくとも、前記利用者に関して発生するバ
イタルサインを計測処理する計測部と、前記バイタルサインを電気信号に変換し、有線又
は無線信号として送信する送信部を備えるように構成される。
　前記バイタルサインとしては、例えば、体温、血圧、心拍数、脈拍数、呼吸数、発汗デ
ータ、血中酸素濃度、炭酸ガス濃度、身長、体重、体脂肪率、血糖値、尿糖値、コレステ
ロール値などを挙げることができる。
【００１７】
　なお、前記バイタルセンサー１については、利用者の身体ないし健康状態などに応じて
選択すればよい。
　利用者に疾病があることが予想される場合には、その疾病の特徴ないし症状の変化を、
特に検出することができるようなものが選択され得る。
　例えば、利用者において、不整脈が予想される場合には、少なくとも脈拍数を計測でき
るもの、心臓疾患が予想される場合には、少なくとも心拍数を計測できるものが選択され
る。
【００１８】
　なお、前記バイタルセンサー１に代えて、あるいはこれに加えて、転倒時などに体に加
わる物理的ショックを検出するセンサー（例えば、加速度センサー）を、利用者に装着さ
せてもよい。
【００１９】
　この発明において、前記生体感知センサー２は、利用者の生活空間、例えば、利用者の
居宅内に設置され、その生活空間での利用者の存在・位置と動きを感知するものである。
　そのため、前記生体感知センサー２は、少なくとも、前記生活空間での利用者の存在・
位置と動きを感知する感知部と、前記利用者の存在・位置と動きに関する情報を電気信号
に変換し、有線又は無線信号として送信する送信部を備えるように構成される。
【００２０】
　前記生体感知センサー２としては、例えば、赤外線人感センサー、音センサーが例示さ
れる。
　このような生体感知センサー２を、前記バイタルセンサー１と併用することによって、
利用者の異常を明確に判別して、利用者の異常状態の検出率の向上ならびに通報の際の誤
報の低減を達成することができる。
【００２１】
　前記救命情報中継装置３は、利用者の生活空間、例えば、利用者の居宅や、その周辺な
どに設置することができる。
【００２２】
　前記救命情報中継装置３は、前記バイタルセンサー１から送信された信号及び／又は前
記生体感知センサー２から送信された信号を受信する受信部と、前記バイタルセンサー１
から信号として受信したバイタルサイン及び／又は前記生体感知センサー２から信号とし
て受信した利用者の存在・位置と動きに基づいて、利用者の身体の正常、異常を判定する
判定部を備える。
【００２３】
　前記判定部は、例えば、利用者の無呼吸が一定時間以上継続される場合や、呼吸による
微小体動のみが長時間継続した場合、所定時間経過後に行動状態を示す信号が検出されな
い場合などに異常判定がなされるように構成することができる。
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【００２４】
　前記救命情報中継装置３は、前記判定部が異常と判定したときに、所定の形式の信号を
送信することによって、異常を自動的に通報する通報部を備える。
【００２５】
　前記通報部は、前記通報を所定の医療機関４に行うものである。
　その際、前記バイタルセンサーから１のバイタルサイン及び／又は前記生体感知センサ
ー２からの利用者の存在・位置と動きに関する情報を、前記医療機関４に転送するように
してもよい。
【００２６】
　前記救命情報中継装置３については、前記バイタルセンサー１からのバイタルサインに
基づき、その履歴を時系列のバイタルデータとして蓄積（保存）し、及び／又は前記生体
感知センサー２からの利用者の動きや、存在・位置情報のデータに基づき利用者の行動履
歴を時系列データとして保存する記憶部を備えるようにして、通報の際の閾値などの調整
を行ってもよい。
【００２７】
　この調整は、例えば、前記判定部を、送信されたバイタルサインの値が、前記バイタル
データと比較して所定の範囲外にあるとき、及び／又は送信された利用者の存在・位置と
動きに関する情報と、保存されている時系列データを比較して所定時間無活動状態である
と判別したときに利用者の身体に異常がある、と判定することによって行うことができる
。
　これによって、利用者の正常と異常を明確に区別して、通報の際の誤報を極力少なくす
ることが可能となる。
【００２８】
　前記救命情報中継装置３は、利用者の異常を検知し、自動的に医療機関４への通報を行
う。
　この医療機関４としては、例えば、病院や診療所などの医療機関の他、介護者の居宅、
消防署などを挙げることができる。
【００２９】
　前記医療機関４は、例えば、管理・監視用コンピューターと、これに有線又は無線ＬＡ
Ｎを介して接続されたサーバー（救命情報受信サーバー）を備える。
　この場合、前記サーバーは、前記救命情報中継装置３とアナログモデムを介して電話回
線を通じて接続され、前記救命情報中継装置３から送信された所定の形式の信号を受信す
る。
【００３０】
　なお、前記救命情報中継装置３からの信号の送信形態は、前記の電話回線やＩＳＤＮ回
線の他、光通信手段、有線ＬＡＮ手段、無線ＬＡＮ手段、光ファイバーＬＡＮ手段でも適
用可能である。
【００３１】
　前記救命情報中継装置３からの信号の受信（通報）に際して、前記救命情報受信サーバ
ーを、後述するセルフチェック時を除き、利用者の着信番号、着信回数および着信秒数を
カウントするのみで、前記救命情報中継装置３に対して着呼を行わないようにすることに
よって、電話料金などによるコストアップを防止することができる。
【００３２】
　この発明にかかる自動通報システムでは、異常通報がなされた場合に、前記管理・監視
用コンピューターに、医師や看護婦などの管理・監視者の注意を惹くよう、利用者の異常
状態を知らせる画面を表示し、警報を発するなどの設定がなされることが好ましい。
　これによって、管理・監視者は、これを元に救急車の手配など必要な行動をすることが
できる。
【００３３】
　この発明にかかる自動通報システムにおいて、前記救命情報中継装置３については、高
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い信頼性が要求されることから、この装置が正常に動作しているかどうかのセルフチェッ
クを、所定期間毎に行うように構成することができる。
【００３４】
　かかるセルフチェックについては、例えば、装置自身の稼働状態や、各種センサーの動
作の確認をし、この情報を救命情報受信サーバーに送信することで行うことができる。
　これによって、利用者側に常時接続の通信回線やリモートアクセスサーバー等の設備を
新たに用意することなく、医療機関４側から利用者側の機器の遠隔保守を実現することが
可能となる。
【００３５】
　なお、その際、前記医療機関４側では、保守を行いたいときに前記救命情報中継装置３
の状態通知のための発信に対して、前記救命情報受信サーバーが着呼を行うように設定し
ておくことで、前記救命情報中継装置３と前記救命情報受信サーバーの間の通信路を確立
し、前記救命情報中継装置３のシステム更新や、救命通報の閥値変更などの保守作業を行
うようにしてもよい。
【００３６】
　前記救命情報中継装置３については、医療機関４から所定の信号形式で発信される、医
師などの専門家による医学的助言などを含む音声信号を、受信して無線などで送信するよ
うに構成してもよい。
【００３７】
　前記救命情報中継装置３が、救命情報受信サーバーに前記バイタルセンサー１からのバ
イタルサイン及び／又は前記生体感知センサー２からの利用者の存在・位置と動きに関す
る情報をデータとして転送する際には、このデータの暗号化を行うことができる。
　これによって、第三者による通信の傍受・解読を防ぐことが可能となり、個人情報の保
護が可能となる。
【００３８】
　この発明にかかる自動通報システムにおいては、前記管理・監視用コンピューターを、
例えば、有線又は無線ＬＡＮなどを介してデータベースと接続し、このデータベースに保
存されている利用者の氏名や、住所、電話番号などの連絡先、利用者のカルテなど、利用
者に関する情報を、その画面上に自動的に表示し、これに基づき医師などの管理・監視者
が適切な対処を行うことができるようにすることができる。
 
【実施例】
【００３９】
　以下、この発明にかかる自動通報システムの一実施例を、図２に基づいて具体的に説明
する。
　なお、この発明は、図面に示す実施例にのみ限定されるものではなく、要旨を変更しな
い範囲内において種々改良を加えることができるものである。
【００４０】
　図２は、この発明の自動通報システムの構成の一例を示した説明図である。
　あらかじめ登録された利用者１０１は、自身の体にバイタルセンサー１０２として圧電
素子（ピエゾ素子）を用いた体動センサーを装着している。
【００４１】
　この利用者１０１の生活エリア（居宅、施設など）内には、生体感知センサー１０３と
しての赤外線人感センサーと、救命情報中継装置１０４が設置されている。
【００４２】
　医療機関４側には、管理・監視用コンピューター１０７が設置され、この管理・監視用
コンピューター１０７は、無線ＬＡＮを介して救命情報受信サーバー１０９およびデータ
ベース１１０と接続されている。
【００４３】
　前記救命情報中継装置１０４と救命情報受信サーバー１０９は、アナログモデム１０５
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，１０８を介して電話回線１０６を通じて互いに接続されている。
【００４４】
　前記救命情報中継装置１０４が、医療機関４に通報する手順を、図３に基づいて具体的
にについて説明する。
　バイタルセンサー１０２は、利用者１０１の姿勢変換、歩行時の体幹の動きによる大き
な体動と安静時の脈拍・呼吸による微小体動をバイタルサインとして常時計測し、このバ
イタルサインを電気信号に変換して、無線信号として救命情報中継装置１０４に常時送信
している。
　この無線信号については、例えば、低消費電力・近距離型の無線通信規格ＩＥＥＥ８０
２．１５．４を用いている。
【００４５】
　生体感知センサー１０３は、利用者１０１の存在・位置と動きを常時計測し、この情報
を電気信号に変換して無線信号として救命情報中継装置１０４に送信している。
【００４６】
　前記救命情報中継装置１０４は、記憶部を有する。
　この記憶部は、バイタルセンサー１０２から送信されたバイタルサインに基づき、その
履歴を時系列のバイタルデータとして蓄積（保存）し、生体感知センサー１０３から送信
された利用者１０１の動きや、存在・位置情報のデータに基づき利用者１０１の行動履歴
を時系列データとして保存する。
【００４７】
　さらに、救命情報中継装置１０４は判定部と通報部を有している。
　前記判定部が、送信されたバイタルサインの値が保存されているバイタルデータと比較
して所定の範囲外にあると判別し及び／又は、送信された利用者の存在・位置と動きに関
する情報と保存されている時系列データを比較し、所定時間無活動状態であると判別し、
利用者の身体に異常があると判定したときには、通報部が医療機関４に通報すべく、医療
機関４の救命情報受信サーバー１０９に対して、利用者の異常を知らせる所定の形式の信
号を自動的に送信する。
【００４８】
　医療機関４において、救命情報受信サーバー１０９が、利用者の異常を知らせる有線ま
たは無線信号を受信すると、この救命情報受信サーバー１０９は、その信号を管理・監視
用コンピューター１０７に転送する。
　管理・監視用コンピューター１０７は、異常通報がなされた場合に、医師や看護婦など
の管理・監視者の注意を惹くように、利用者が異常状態にあることをコンピューター１０
７の画面上に表示し、あるいは警報を発するように構成されているので、管理・監視者は
、それを元に救急車の手配など必要な行動をする。
【００４９】
　なお、前記管理・監視用コンピューター１０７は、利用者に関する情報、例えば、氏名
や、住所、電話番号などの連絡先、カルテ情報を蓄積するデータベース１１０と接続され
ている。
　したがって、これらの情報を必要に応じて、その画面上に出力表示されるように構成さ
れているので、管理・監視者は、これに基づき、利用者に対して、より適切な対応をする
ことが可能である。
 
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　この発明は、利用者に対し、日常生活を支援するとともに、突然の健康異常などに対し
て緊急支援するための自動通報システムに関するもので、利用者の身体に異常があると判
定されると自動的に所定の医療機関に通報され、これにより利用者が自らボタンを押す等
の動作ができないような緊急事態にも、重大な事態に至る前に、有効かつ適切に対処する
ことが可能となるので、特に救急医療業界において幅広く利用されるものである。
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【符号の説明】
【００５１】
　１　　　　　バイタルセンサー
　２　　　　　生体感知センサー
　３　　　　　救命情報中継装置
　４　　　　　医療機関
１０１　　　　利用者
１０２　　　　バイタルセンサー
１０３　　　　生体感知センサー
１０４　　　　救命情報中継装置
１０５　　　　アナログモデム
１０６　　　　電話回線
１０７　　　　管理・監視用コンピューター
１０８　　　　アナログモデム
１０９　　　　救命情報受信サーバー
１１０　　　　データベース

【図１】

【図２】
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